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データから見た業界の動き（平成20年4月分）
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情報連絡員報告（平成20年4月分）

    

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
今
回
は
、業
界
内
に
お
け
る『
雇
用

及
び
人
材
育
成
に
関
わ
る
問
題
点
や

課
題
と
そ
の
対
策
』
に
つ
い
て
調
査

し
た
。

　
人
材
育
成
に
関
し
、
ワ
イ
ン
業
界

で
は
『
山
梨
大
学
と
の
連
携
や
若
手

醸
造
家
と
農
家
と
の
連
携
、
ま
た
研

究
会
の
立
ち
上
げ
等
を
行
っ
て
い
る
』

と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
ま
た
織

物
業
界
で
は
、『
他
産
地
の
研
修
（
産

地
独
特
の
技
術
、若
手
と
の
交
流
）や

展
示
会
の
出
展
、ま
た
、糸
等
素
材
展

へ
の
研
修
も
行
っ
て
い
る
』
と
の
こ

と
だ
っ
た
。そ
の
他
、貴
金
属
業
界
で

は
『
技
術
者
（
特
に
若
手
）
は
不
足
し

て
い
る
が
、
仕
事
量
が
少
な
い
の
で

技
術
者
も
育
た
な
い
、
と
い
う
悪
循

環
に
な
っ
て
い
る
』と
の
コ
メ
ン
ト
や
、

建
設
業
界
で
は
『
首
都
圏
で
は
現
場

監
督
の
人
材
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、

他
県
に
ま
で
資
格
者
の
募
集
採
用
活

動
を
行
っ
て
い
る
』
、『
型
枠
大
工
の

な
り
手
が
少
な
く
、
若
者
が
就
労
し

て
も
、賃
金
も
高
く
な
く
、待
遇
も
良

く
な
い
の
で
定
着
し
な
い
。ま
た
、若

者
の
や
る
気
も
減
退
し
て
い
る
。
型

枠
大
工
も
高
齢
化
し
て
お
り
、将
来
、

技
術
の
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
や
人
手
不
足

が
心
配
』と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

特
に
建
設
業
界
が
抱
え
る
問
題
と
し

て
、
仕
事
確
保
の
た
め
抱
え
て
い
る

有
資
格
者
の
コ
ス
ト
が
企
業
経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
、
と
い
う
問
題
点
も

複
数
あ
が
っ
て
い
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
健
康
食

品
ブ
ー
ム
か
ら
く
る
O
E
M
の
引

き
合
い
が
比
較
的
好
調
で
、
売
上

は
前
年
同
期
比
1
0
4
%
と
な
っ

た
。
原
材
料
の
高
騰
や
入
手
難
も

あ
り
、
米
粉
を
使
っ
た
商
品
開
発

に
も
注
力
し
て
い
る
。

●
食
料
品（
ワ
イ
ン
）／
ガ
ソ
リ
ン
減

税
で
内
需
拡
大
を
期
待
し
た
が
、

5
／
1
の
復
活
で
ま
た
景
気
沈
下

が
予
測
さ
れ
る
。
ワ
イ
ン
業
界
に

と
っ
て
、
ガ
ソ
リ
ン
増
税
は
痛
手

で
あ
る
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）
／
今
ま
で

中
国
等
で
受
注
し
て
い
た
製
品
が

品
質
や
商
品
バ
リ
ー
シ
ョ
ン
等
の

問
題
か
ら
日
本
国
内
へ
の
注
文
に

シ
フ
ト
し
て
き
た
。
本
年
も
例
年

に
な
く
引
き
合
い
、
見
本
の
注
文

が
多
い
。

●
印
刷
／
古
紙
配
合
率
の
偽
装
問
題

発
覚
後
以
降
、
日
本
の
2
大
製
紙

メ
ー
カ
ー
の
1
社
は
再
生
紙
の
製

造
を
中
止
し
て
い
る
の
で
、
再
生

紙
の
仕
入
れ
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
。
官
庁
等
の
仕
様
に
は
再
生
紙

の
指
定
が
あ
る
の
で
、
見
積
も
り

合
わ
せ
や
入
札
に
参
加
で
き
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

●
電
気
機
器
／
平
成
20
年
1
月
よ
り
、

一
段
と
受
注
量
の
減
少
が
顕
著
と

な
っ
た
。
米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
問
題
や
原
油
の
高
騰
に
起

因
す
る
影
響
と
思
わ
れ
る
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
業
界
全
体
を

見
て
も
『
売
れ
筋
』
商
品
が
な
い
。

小
売
店
の
売
上
高
が
減
少
し
て
い

る
た
め
展
示
会
な
ど
も
集
客
が
弱

く
、
各
社
と
も
手
探
り
の
状
況
と

思
わ
れ
る
。

■
非
製
造
業

●
小
売（
Ｓ
Ｃ
）／
お
客
様
の
消
費
は

非
常
に
慎
重
だ
と
感
じ
る
。
お
客

様
の
立
場
に
た
っ
て
M
D
（
マ
ー

チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
）
を
確
立
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
ま

た
、
今
後
は
常
に
変
化
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
感
じ
る
。

●
小
売（
食
肉
）／
畜
産
物
飼
料
の
高

騰
に
よ
る
仕
入
れ
価
格
の
上
昇
は
、

豚
肉
・
鶏
肉
で
昨
年
同
月
比

1
2
5
%
と
な
っ
て
お
り
、
価
格

転
嫁
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
輸
入
肉
の
世
界
的
流

通
ル
ー
ト
が
北
京
五
輪
・
ロ
シ
ア

の
経
済
発
展
の
影
響
に
よ
り
、
日

本
に
不
利
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。

●
小
売（
石
油
）
／
4
月
は
、
暫
定
税

率
が
失
効
し
た
た
め
25
円
10
銭
の

値
下
げ
と
な
っ
た
。
元
売
り
各
社

は
、
円
高
ド
ル
安
だ
が
原
油
価
格

の
上
昇
に
よ
る
コ
ス
ト
分
を
考
慮

し
、5
円
の
値
上
げ
を
行
っ
た
。県

内
S
S
は
3
円
程
度
の
値
上
げ
と

し
、
暫
定
税
率
失
効
の
値
下
げ
分

と
の
差
引
で
、
ガ
ソ
リ
ン
22
円
／

R
、
軽
油
14
円
／
R
程
度
の
値
下

げ
と
な
っ
た
。

●
宿
泊
／
対
前
年
ベ
ー
ス
で
は
1
〜

2
割
の
落
ち
込
み
の
様
相
。
昨
年

は
風
林
火
山
ド
ラ
マ
の
効
果
が
あ

り
一
昨
年
に
比
べ
好
調
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、そ
の
反
動
と
思
わ
れ
る
。

今
の
所
、D
C（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
効
果
が
目

立
っ
て
は
い
な
い
の
で
低
調
。

●
一
般
廃
棄
物
処
理
／
リ
サ
イ
ク
ル

資
源
の
値
上
が
り
に
よ
り
、売
上
、

販
売
額
が
増
額
し
た
。し
か
し
、仕

入
競
争
に
よ
る
仕
入
単
価
の
高
騰

で
収
益
は
昨
年
並
み
。
増
収
減
益

と
い
う
と
こ
ろ
。
組
合
員
の
個
人

企
業
状
況
は
、
過
当
競
争
に
よ
る

減
収
減
益
の
模
様
で
あ
る
。

●
建
設
／
暫
定
税
率
の
行
く
末
が
定

ま
ら
な
い
形
で
新
年
度
を
迎
え
た

た
め
、
公
共
事
業
が
ほ
と
ん
ど
停

止
状
態
に
あ
る
、
と
同
時
に
各
資

材
仕
入
価
格
の
値
上
げ
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
一
層
の
厳
し
さ
を
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

●
建
設（
住
宅
関
連
）／
住
宅
着
工
件

数
の
減
少
と
資
材
の
高
騰
に
よ
り
、

仕
事
の
な
い
業
者
が
増
え
て
い
る
。

改
修
工
事
等
で
凌
い
で
い
る
が
、

先
の
見
通
し
が
た
た
な
い
。

●
運
輸（
バ
ス
）／
4
月
だ
け
は
道
路

特
定
財
源
の
暫
定
税
率
が
な
く
、

若
干
安
く
燃
料
を
購
入
で
き
た
が
、

未
だ
に
景
気
好
転
の
兆
し
は
み
ら

れ
な
い
。
山
梨
運
輸
支
局
も
県
下

各
市
町
村
に
安
全
確
保
の
た
め
に

も
適
正
な
運
賃
に
て
バ
ス
を
使
う

よ
う
に
文
書
に
て『
お
願
い
』し
て

く
れ
た
。
少
し
で
も
悪
環
境
か
ら

抜
け
出
せ
れ
ば
と
思
う
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
今
の
状
況（
原

油
高
等
）が
続
け
ば
、ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
職
に
魅
力
が
な
く
な
り
、

運
送
会
社
の
レ
ベ
ル
が
低
下
す
る
。

ま
た
、
従
来
の
輸
送
の
み
の
業
態

で
は
生
き
残
れ
な
い
た
め
、
人
材

派
遣
や
加
工
引
き
受
け
等
を
行
う

者
が
現
れ
、
運
送
業
が
変
化
し
て

き
て
い
る
。

　全業種でのDI値は、売上高は－36（前前年
同月比－10）、収益状況は－50（前年同
月比－28）、景況感は－52（前年同月月
比－22）と全ての項目において悪化
している。内訳として、製造業におけ
るDI値でも、売上高は－55（前年同
月比－35）、収益状況は－60（前年同
月比－40）、景況感は－60（前年同月
比－25）と全ての項目において悪化化して
おり、また、非製造業におけるDI値でも、売上高は－23－ （前年同3（
月比＋7）と改善したものの、収益状況は－43（前年同月比－20）、
景況感は－47（前年同月比－20）と、こちらも悪化している。
　また、ガソリン価格に係る揮発油税の暫定税率廃止の影響は、
各業界において、多少なりとも影響はあった様子である。

sデータから見た

　�

協
同
組
合�

山
梨
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理
事
長
　
古
屋 
　
昶 

氏廃棄物から製造される「水砕溶融スラグ」
を使ったコンクリートブロック

業
界
の
景
況
は
？

　
業
界
の
現
状
は
、
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
廃
棄

物
処
理
業
界
は
、
産
業
の
景
況
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

産
業
が
活
発
で
あ
れ
ば
廃
棄
物
も
発
生
す
る
た
め
で
す
。
現

在
は
長
引
く
不
況
の
た
め
各
企
業
と
も
厳
し
く
、
産
業
廃
棄

物
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

�

ま
た
、山
梨
県
に
は
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
が
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
廃
棄
物
処
理
業
者
は
県
外
の
最
終
処
分
場

で
の
処
理
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
コ
ス

ト
面
で
は
県
内
で
の
廃
棄
物
処
理
に
比
べ
『
約
２
倍
』
の
差

が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
廃
棄
物
処
理
業
者
や
企
業
に
と
っ
て

大
き
な
出
費
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　
今
、
世
の
中
で
は
『
リ
サ
イ
ク
ル
』
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
廃
棄
物
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
は
地
球
環
境
に
と
っ
て
良
い
こ
と
で
あ
る
た
め
、

こ
の
流
れ
は
さ
ら
に
加
速
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

当
業
界
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、『
従
来
の
考
え
方
の
枠
を

超
え
た
考
え
方
』
で
あ
り
、
今
ま
で
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
異
業
種
と
の
意
見
交
換
の
場
を
積
極
的
に
活
用

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
蒔
か
ぬ
種
は

生
え
ま
せ
ん
。
業
種
を
問
わ
ず
、
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後
の
廃
棄
物
処
理
業
界
は
、
適
正

処
理
を
基
本
と
し
な
が
ら
リ
サ
イ
ク
ル
業
へ
の
転
換
を
行

い
、
ま
た
、
環
境
問
題
に
も
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
多
く
の
環
境
問
題
の
解
決

の
た
め
に
１
番
必
要

な
こ
と
は
、
個
人
・
事

業
者
と
も
『
道
徳
（
モ

ラ
ル
）
』
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

環
境
の
事
を
考
え
た

上
で
、
当
た
り
前
の

こ
と
を
当
た
り
前
に

す
る
。
こ
の
こ
と
が
、

１
番
大
事
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。


